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褥瘡への薬剤塗布など検討
薬剤師が在宅で診療補助

規制改革推進会議が答申
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　昭和薬科大学
は今年度から、
仮想現実（VR）
を用いた調剤の
疑似体験など、
デジタルトラン
スフォーメーシ
ョン（ＤＸ）に
対応した教育に
取り組む。ＶＲ
ゴーグルを顔に
装着してのぞき
込むと、調剤室
の実習が疑似体
験できる教育を
検討し、薬剤師
に求められる手
技や患者応対能
力を養えるようにする。コロナ禍で
の対面による講義や実習の減少を好
機と捉え、薬学教育における課題解
決とデジタル化に対応可能な薬剤師
を育成したい考えだ。
　同事業は、文部科学省の「ウィズ
コロナ時代の新たな医療に対応でき
る医療人材養成事業」に採択された
もの。新型コロナウイルス感染拡大
の影響で、患者と対面した実習が中
止・縮小される中、ＤＸの技術を活
用して感染拡大前の水準以上の実践
的な教育計画を構築し、即戦力とな

り得る高度な医療人材の育成に取り
組む大学に補助金が支給された。
　昭和薬大の事業では、ＶＲゴーグ
ルを用いた薬学教育を展開する。大
学近隣の病院や薬局の協力を得て、
教員が実際の調剤室の現場や業務の
様子をスマートフォンで撮影。スマ
ホをＶＲゴーグルに取り付けて装着
すると、ゴーグル内で調剤室を360
度視認でき、調剤室での実習を疑似
体験できる仕組みだ。
　医療分野でのＶＲシミュレーショ
ンの普及は急速に進んでいるが、教
育で取り入れている大学や医療機関
は少なく、昭和薬大では臨床教育で
積極的に取り入れていきたい考え。
ＶＲゴーグルを活用した具体的な実
習内容は、検討中の段階だ。
　オンライン資格確認等システムや
電子処方箋の運用が開始されれば、
診療・調剤時にも患者情報の共有が
可能となる。昭和薬大では、現場の
デジタル化に対応できる薬剤師の育
成を目指した講義の実施も視野に入
れる。
　電子カルテや電子お薬手帳等の機
能を拡張し、タブレット端末を「見
るものから活用するもの」に転用し、
薬剤師業務で情報を利活用できるよ
う指導していきたいとしている。機
微な個人情報である患者情報を取り
扱うため、倫理観を兼ね備えた人材
育成も目指す。

（2022年５月27日掲載）

　政府の規制改革推進会議は５月
27日に答申を取りまとめた。医療
・介護分野では、在宅医療の現場に
おける人材不足を踏まえ、看護師が
行っている点滴薬の充填や交換、褥
瘡への薬剤塗布といった診療補助を
薬剤師が実施できるかについて、今
年度から検討を始める方針を盛り込
んだ。薬局の一部調剤業務について
も、外部委託可能とするよう検討す
ることも明記した。
　答申では、在宅医療の現場におけ
る医療人材の不足を踏まえ、タス
クシフト／タスクシェアの推進を
盛り込んだ。現在は、医師の指示
を受けた看護師が実施している診
療補助である点滴薬の充填と交換、
褥瘡への薬剤塗布などの行為を薬剤
師が行うことが適当かどうかも検討
する。
　医師法では、医師以外が人体に危
害を及ぼす恐れのある「医行為」を
行うことを禁じているが、現行制度
では、在宅医療における点滴薬の交
換、褥瘡への薬剤塗布といった診療
補助は、医師の指示を受けた看護師
が実施できる。
　ただ、薬剤師が診療補助を行うこ

とは認められていないため、医師や
看護師が患者宅を訪問するまで薬剤
を使用できず、薬剤使用のタイムラ
グが生じることが課題とされてい
る。看護師だけではなく、薬剤師ま
で対象を拡大することでタスクシフ
ト／タスクシェアを進めていきたい
考え。
　また、薬剤師の対物業務の効率化
を目指し、薬局の調剤業務のうち、
一定の薬剤に関する調製業務の外
部委託を可能にし、安全確保のた
めに委託元や委託先が満たすべき
基準、委託先への監督体制など、
技術的詳細を検討することとした。
具体的な検討事項として、▽対象と
なる調製業務▽委託先の範囲▽役割
分担および責任関係のあり方――を
挙げた。
　デジタル化の面では、薬局薬剤師
が薬局以外にも自宅でオンライン服
薬指導することに関して、実施可
能な薬剤師や対象患者、薬剤等を
限定せずに実施できるよう検討。
さらに、要指導医薬品のオンライン
服薬指導の実施に向けた課題も整理
する。

（2022年５月30日掲載）
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　石川県は、能登地区で深
刻な薬剤師不足となってい
る現状を受け、地域偏在の
解消に向けた対応策を検討
する。６月１日に行われた

県議会定例会の一般質問で、紐野義
昭議員が地域医療介護総合確保基
金を用いた奨学金返済免除制度の
活用や、地域枠入学生枠を県内の
金沢大学薬学類や北陸大学薬学部

に設定するよう提案。これに対し、
馳浩知事は検討を進める考えを示
した。
　紐野氏は、「薬剤師不足は深刻な
状況であり、特に公立病院では薬剤
師が確保できず大変苦労していると
聞いている」と窮状を訴えた。能登
地区での病院薬剤師不足の背景とし
て、「６年制薬剤師の給与水準とキ
ャリアパスの問題がある」との問題

点を挙げた。
　国が実施した調査結果では、薬学
生の約３人に１人が奨学金を借り入
れている。そのうち、5.7人に１人
は1000万円以上の借り入れを抱え
ていることが明らかになっており、
「ドラッグストアより給与水準が低
く、仕事の負担が重い病院薬剤師へ
の就職を避ける傾向が強くなる」と
指摘した。
　将来のキャリアアップに必要な専
門薬剤師の取得には、大学病院等で
の研修が必要なため、「たとえ地域
医療に貢献する意欲があっても、地
域の病院に行くに行けない状況が生

じ、薬剤師が集まらない現象が続い
ている」と述べた。
　その上で、▽地域医療介護総合確
保基金を用いた奨学金返済免除制度
の活用▽地域連携薬剤師枠（仮称）
を金沢大学病院や県立中央病院等の
薬剤部に設置し、基幹病院と地域の
病院・薬局が連携して医療を支える
持続的な体制を構築する▽医学部と
同じように地域枠入学生枠を金沢大
学薬学類や北陸大学薬学部に設定
し、学生の地域定着を促す――の３
点を要望した。

（2022年６月６日掲載）

能登の薬剤師不足が深刻
県内薬学部に「地域枠」要望
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